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ボードレールにおける空間と時間
中　島　弘　二
Ⅰ．
ボードレールの「万物照応」についてほすでに数多くの論考が積み重ね
られてきているが，万物照応COrreSpOnd見れCeS　という概念そのものほむ
Lろ歴史的なものであり，遠くスエヂソポルダにまで潮る。それに詩人は
この理論を直接にほフーリエとホフマンによって教示されたことも，ジャ
ン・ポミュによって明らかにされているl〉。多くの批評家ほこの「万物照
応」という作品の特質を，主として匂いと色彩と音が呼応する共感覚の織
りなす魂の恍惚，夢幻の境地に求めているわけだが，今わたしが興味をひ
かれるのほ精神と感覚の昂揚という現象そのものではなく，それを可能な
らしめたような自然と人間の関わりのほうである。
この関わり合いの特質をひと言で表ねせば，自然の事物が内部からその
全貌を顕にする特権的瞬間ということになるだろうか。意識がいかなる外
的刺激にも妨げられず，対象に向けて直接凝集される時，意識と対象を同
時に含んだ空間性と時間性が，生の深さという次元に収束されつつ，その
円環を広げていくのである。ここで『火筒』の－節を思い出そう。「ほと
んど超自然と言える状態でほ，生命の深さほ眼前のどんなにありふれた光
景にあっても，その全貌が魂に開示される。光景は生の深さの象徴となっ
たのだ」そして「万物照応」の書き出しほこうだ。
「自然」ほひとつの神殿にして，生ある柱ほ，
時として模糊たる言葉を洩らす。
人は象徴の森を過ぎてそこを歩み
森は親しげな眼差でこれを見まもる。
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「時として」parbisという言葉の微妙な響きには，この種の生の経験が
詩人にとってすら日常的な意識のレベルでほ起りえないものだという広め
かしがあるようだ。無限なるものほ広大な空に存在するのと同じく，ごく
些細な事物の内にも存る。どとにでも宇宙はある。ただ深く見通せば良い
のだ。見るということは遠くを見，無いものを想像することではない。何
事であれ深く見さえすれば良いのだ。この場合ほそれが外的事物の最たる
ものとしての「自然」である。この対象の限られた現実性に無限に広がる】
能力を与え，すべてがこの点に引きこまれていくような，特殊な空間性を
見出せば良いのだ。自然を模写し，再現するのではなく，自然の生成と並
行した運動を自らの内に形づくるこヾとだ。
だからここでは現実の事物と認知された現実とが－体をなして，唯－の，
直接に夢とつながるような精神的現実が提示されているのだと考えること
ができよう。詩人にほ自然を静止した形象の秩序ある組合せとして捉え，
それを固定された空間のうちに位置づけようとする意図なぞさらさらな
い。空間はここでは陰影を施された表面の配列によって視覚に感じられる
．ものでほなく，言うならばひとつの中継地なのだ。「模糊たる言葉を洩ら
す」，「象徴の森」には多種多様な要素が交結し，ざわめき，生動している。．
それがこの空間に深みを与えている。視覚上の深さと表裏一体となった心
理的な深さを。象徴とはまず何よりもこの深さの顕現なのである。
「人は象徴の森を過ぎてそこを歩」むのだが，どこへ行きつくのかは歌；♭
れていない。これは本質的重要性のある問題だ。象徴の森は実は無限定な
るものへの経過の場（passer－paSS鴫e）にすぎないのだ。本来明確たるべ
き言葉が，ここでは曖昧模糊たる響きに終止するのもそのためかも知れな
い。象徴symboleの機能ほあくまでも無限定なるものの暗示にとどまり，
象徴による表現体系Symboliqueを構成しているわけではない。それは
森の混沌における葉むれのようなものだ。通常の意味が，何かを表現する
という意味作用が初めから欠落している，と言うか，もはや人間の手でま
とまりのあるものとして再構成するのがほとんど不可能となっているので
ある。ちょうど夢における無意識の闇に浮遊するイメージのように，断片
的で脈絡もない。だが触知し得ぬ何ものかによって，それを見つめるもの・
との間に埋めつくすことのできぬ距離を保ちながら，闇の申に燐光を放り
ている。この種のイメージは輪郭の中に閉ざされ，不動の重みを備えたも
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のでは毛頭ない。象徴の形姿はあからさまにではなく，曖昧なものを通し
てその姿をわずかに覗かせているのだ。それは閉ざされた世界における対
象の再現ではなく，対象を喚起する行為が描く軌跡なのである。
事物はイメージとして現われたその瞬間に立ち消えて行く。だから現存
と非在が同等の権利を主張する，まさにその瞬間において事物の相が捉え
られていなければならない。喚起された事物の肯定と否定を一身に荷った
象徴が表現しているのほこうして流動のうちに過ぎ去るものの様相であ
る。ひとつの象徴の背後には必ずもうひとつの象徴がひそみ，異ってはい
ても何らかの形で類推関係にある他の象徴を無限に生み出してゆく潜在的
可能性が備っているのもそのためだ。「象徴の希」は終着点を持たず，た
だ経過として，無限に連なる空間をかろうじて暗示しているにすぎない。
深さというものはその本質からして，存在を感じさせほしても全貌が明ら
かになることは決してないからだ。
さすれば空間は現存と非在に波動する広がりとして生みだされ，絶えま
なく生みだされるその持続の中にこそ位置を占めるものとなろう。空間は
事物が収められる独立した真空の容器でほない。事物と事物の間隙を埋め
尽すあの空虚でほない。それは広がり－と厚みを芽生えさせ，その芽生えた
形としての限定のうちに，その周縁の無限定をほのめかすものだ。だから
こそボードレールに自然は「ひ・とつの神殿」として目に映り，「生ける柱」
が秘密を囁くものとして感じられているのである。
だから空間性は運動と時間の進行の中にしか認められないものだ。湖に
小石を落した時に広がる波紋を想像してみよう。空間ほこの時どこにある
か。それほ連続する波形となった水の表面にあるのでほない。この円環的
広がりの運動そのもの，この持続の時間性にこそ認められるものだ。ここ
でわれわれは空間的な深さが，ある特殊な雰囲気の中でほ内部の闇から浮
かびあがる記憶の衝動を秘めていることに気づく。「人ほ象徴の森を過ぎ
てそこを歩」むものならば，逆に象徴の森のほうが自己意識の中に侵入し
てくるとも言えるではないか。
超自然には主調となる色合いと調子がある。強烈さと響きと澄明さと振動と深
さと，そして反響とが。
『火箭』
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物体は光と闇に，とりわけある特殊な色卸こ溶けこんでその輪郭を失い，
具休的細部を超越したある種の荘厳さをともなって空間に転勤し，その転
勤を通じて常に何ものかを呼びきましている。それほ日常生活の時間から
遊離した暗示的瞬間が，無意識下の記憶に結びつくためではないだろうか。
ボードレールにとって森とはつねに半ば闇に包まれたものであり，孤独な
魂が身を隠す場所である。樹々の厚き繁茂は記憶の闇の底知れぬ深みにも
似て，森の神秘性と追憶のあいだには，ある種の共謀関係が成立している。
森ほ思い出の魔術的世界の表現となりえているのだ㌔　だからそれは自己
の内面の暗さの反映でもある。われわれが働きかけている対象は，同時に
われわれに働きかけてくるものだ。ひとつの対象に焦点を絞ること，それ
ほ対象を実根として自らを検証する試みでもあるのだ。この時象徴とほ無
意識の底から意識の領域へと浮上してくるあのイメージに他ならない。生
の根源的体験の様々なる断片的局面であり，決してそのものとしてほ現わ
れることのない何かを常にその背後に秘めているものだ。このようなイメ
ージが，まったく新しいものであるにもかかわらず，すでにどこかで見た
ものだという印象を与えるとしても何の不思議があろう。r万物照応」に
ほ恩い出の無限に多様な共鳴としての，このような空間を感じさせるもの
がある。
そして見ることが事物の喚起の行為であれば，喚起されたものとしての
象徴には，すでに対象を求める主休の生が凝集されている筈だ。喚言すれ
ば見ると同時に記憶を喚起するこのような視線は，象徴に目をまたたく能
力を与え，主体と現実の事象の間にひとつの平衡を形成するわけだ。「親
しげな眼差」とか「生ける柱」という表現には，詩人のこのような心的空
間の構造性を読みとる必要があろう。
このような「喚起的魔術」いにおいては世界は主体と客休，意識と存在
の二項をあくまで存続させながら，「今，ここ」において広がりゆく円環と
して展開されていく。見るものに見つめ返される空間は世界に内属しなが
らすでに主客を超えた同時性として開かれているのだ。人間が自己の存在
を確認するのはこのような時でほあるまいか。世界を直接経験の場と化し
て，自らを世界に溶けこませつつ世界をして自己を誇らしめる時でほ。こ
の時世界は自らの身体の一部，その延長として息づくだろう。そして世界
とともに呼吸する－体感は，人間存在の全幅に満ちるだろう。
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夜のように，光のように広大で
疎い闇の統一のなかに
彼方からまじり合う長いこだまのように
香りと色と音とほ　互いに応え合うl）。
感官に知覚される要素ほ，かくして深い銃－と鍋和のうちにことごとく
呼応し響き合うわけだ。しかもこの「照応」ほ「彼方からまじり合う長い
こだまのように」，無限をその背後に感じさせる，言わば緩衝地帯に実現さ
れるものだ。これほ鳴りやまってもまだ響きを感じさせる沈黙の充実を秘
めている。
ⅠⅠ．
自我の拡散と集中について。すべてはそこにある。
『赤裸の心』
そうだ。すべてはそこにある。自我意識を解休して事物に融合しつつ，
魂の奥底に眠る記憶を呼び起してこの空間に時間的パースペクティブを与
え，過去の際限のない延長を通じて永遠の現在を実現すること。それは同
時に自我の極度の集中の後にかろうじて到来するあの時権的瞬間を待ち望
むことなのだ。
だが象徴ほあくまで象徴であって現存ではない。今度は同じ事象の否定
的側面をほっきりさせておこう。象徴は現存の約束にすぎないも〉。象徴そ
れ白休としては非在からのメッセージを荷った記号なのだ。象徴が見る者
に送り返すという「親しげな眼差」には，個性を持たず特定の顔貌をもた
ない純粋な他者を想定せしめるものがありほしまいか。気味の悪い笑いを
浮かべ，「おれが誰だかわかるか」と問いかけてくるのほ，閥から復活した
死者たちの芦でほないだろうか。象徴は死を内在させている。それという
のも瞬間を充実させるために詩にとっては不可欠なものでありながら，象
徴にわずかばかり償った物質性は，現にそれが欠けていることを示す以外
には何の効用も持ち合わせてはいないからだ。「つきまとうもの」に見ら
れるのは象徴のこのような否定的性格である。これは同じ森を対象にし，
寺院の像と重ね合わされている点からしても，もうひとつの「万物照応」
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と名づけられて然るべきものだ。ところがここにはもほや合－と調和に溶
解する多様性は跡かたもない。同じ時空の広がりほ，今度は闇の恐怖とし
て意識されるのだ。人間の深い絶望を，自らのうちにこだまさせている闇
として。
カテドラル
大森林よ，君ほ寺院のようにぼくをおびやかす。
オルガンのようにt吼え，ばくらの呪われた心に
長びく今ほの喘ぎに瀬える永遠の琴の部屋に
君の深キ淵ヨリがいっぱいにこだまする。
君が憎いのだ，大洋よ！君のうねりもぎわめきも
ばくの精神のうちに再び見出されるもの
放れ去った男の畷り泣きと恥辱にまみれたこの苦笑いも
ばくほ聞きつける　海の巨大な笑い声の申に。
どんなにかいいだろう，夜よ，この星々さえなければ。
星の光はわかりきった言葉を語るのだ！
ばくは求める，ただ空虚を，暗黒を，赤裸をⅠ
だが暗闇だって画布のようなもの
ぼくの眼から幾千となく送り出て生きているのは，
今はなき人々の親しげな限差だ。
「万物照応」の詩的健康はまさに特権的瞬間にすぎなかったのだ。この
「まといつくもの」には，おのれの創造性そのものによって復讐され，無残
に打ちのめされ，すでに死の接近が現実のものとなった詩人の姿が描かれ
ていると言っても過言ではあるまい。闇に描かれる数々のイメージは，本
来ならば円環的な時空の広がりの中で共鳴し，無定形の虚無を人間化して
ゆくはずのものだ。ところがこの場合はそれが「親しげな眼差」を投げか
えすというまさにその点において意識主体と世界との断絶を表わしている
のである。闇はひとつの画面となり，それを見る者の視線に呼応して目の
気配を漂わす。この時意識ほ世界の中にくり広げられた円環の輪を閉ざし
てしまう。円環は閉ざされるどころか，同心円を描く波の波動となって道
中こその輪を狭め，意識を世界に対する全面的孤立へと力づくで押しやって
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しまうのだ。閉塞した意識の空間性はこの時「長びく今ほの喘ぎに観える
永遠の喪の部屋」にすぎない。無形の波動にとりこまれた心身の全的体験
として所有された時空の深さ，通常の知覚の限界を超え，無限への連動と
して感得されるこの統一は，ここでほ暗闇t血ebres　の感覚にとってかわ
られている。しかもこの間は無定形でありながら堅固な実質を備えてい
る。つまりこれほ時空の深さの現存の否定が実質を獲得したものだ。凝周
した不安であり，破壊的力を秘めた不毛の暗黒である。
「救われぬもの」になるとこの暗闇はさらに具体性を帯びたものとなる。
詩人の意識はその中心部に落下し，四方八方からからめとられて身動きも
できなくなるのである。
ひとつの観念，ひとつの形相，ひとつの存在が
蒼空の極みから落ちてくる
スティックス
泥をふくんで鉛色の三途の河に
いかに天の眼とてそこまでは届きほしない。
（中略）
あわれな男は魔法にかけられ
いたずらに手さぐりをくり返す。
爬虫類のひしめく場所から逃れようとして，
光をもとめ，鍵をもとめて。
注意しなければならない。描写に関して視覚的要素は最少限に止められ
ているではないか。暗黒にからめとられて行く意識の盲目的失墜にあって
は，世界は触覚を通してのみ知覚されているのだ。意識ほ深さの只中にあ
りながらその表面にしか触れることができない。だから暗黒の実在が如実
に感じられるほど，それほますます見えないものになってしまうという，
これほひとつの逆説だ。このようにして多様性ほ意識の原点ともいうべき
二重性の自己同－にまで環元されてゆく。
暗く澄んだ差し向い
心はおのれの鏡となったのだl
明かるく黒く「真理」の井戸は輝き
鉛色の星を浮かべて震えている。
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地獄の光を放つ，皮肉な燈台よ，
悪魔の恵みに燃えさかる松明よ，
かけがえなき安堵と栄光よ，
…「悪」における意強こそほ！
意識が何ものかについての意識である限り，それが描くイメージに意鼓
の幾許かが投影されるのは必定だ。したがって自然に掬する像は，自然が
その出発点になっているにもかかわらず，その実質とは断絶した意隷主体
の断片的反映にすぎないことになる。さすればわれわれはこの詩節の「意」
という言葉を原罪pecheoriginelの意味で理解すべきでほないだろうか。
自然世界のありようの中に，世界にとりこまれていた筈の人間の意識は，
意識のとった独白の方向性のた即こ世界を前にして立ち，デカルトを参照
するまでもなく，自らを世界から切り離された独立した主休として意識す
るに至ったのだ。忘れないでおこう。ボードレールは『悪の華』の口絵に
原罪の神話に関連するものを考えていたことを。被は当時出版された中世
の死の舞踏をテーマにした本の中の，原罪に関する寓意画に想を得たの
だ8〉。だから詩人が真の文明の進歩を原罪の痕跡の消去に求めているのも
偶然でほない。
真の文明の理論。
文明ほガス燈でも蒸気機関でも降霊術のテーブルでもない。原罪の痕跡の消去
こそが文明なのだ。
遊牧の民も，羊飼いも，狩猟民族も農民も，そして人喰い人種さえも，みんな
●　●　l
そのエネルギーと個人としての尊厳にかけては，われわれ西欧民族に優ること
だってありうる。
『赤裸の心』
ⅠⅠⅠ．
すでにわれわれほ「万物照応」において意識が世界にむかって開かれ，
現在の瞬間に時間と空間が深さとなって無限に広がるのを見てきた。して
また「つきまとうもの」においてはこの空間も虚像であり，詩人が自らの
創造性に打ちのめされるさまを見た。さらに「救いがたいもの」では，意
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鼓の原点にある孤立が宿命的なものであることを知った。だがこの意識の
世界からの断絶によって生じた，深さの否定としての暗闇も，そこに記憶
による時間性を導入すればその豊僕も少しほ回復できるのでほないだろう
か。無意強の記憶を極限にまで押し進めてこの世の生の外枠を破り，事物
の中に導入された時間の終局の形姿としての，存在の原初の光景に至りさ
えすればよいのだ。「前の世」でほ詩人が想像力を駆使して記憶の糸をた
どり尽し，未だかつて眼に触れたことのないものを，まざまざと思い出す
という離れ技に成功している。
私は長いこと暮らしたのだった。広大な柱廊の島根ほ，
海の太陽の幾千もの火に染めあげられていた。
まっすぐに，堂々とそそり立つ列柱ほ
夕べにほ玄武岩の洞窟さながら。
天景を映してうねる大波は
おごそかにも神秘にない混ぜていた。
その豊かな音楽の世にも力強い和書を，
私の目に腐り映える夕日の色に。
このような詩節の力強さはどこからくるものだろうか。ひとつにほこれ
が原罪以前の人間の生体験としての普遍性を構えているからであろう。そ
してもうひとつには，万物照応の理論の実践が，無意識下の記憶の作用と
並行し，重なり合っているからでほあるまいか。落日のもとにくり広げら
れる波のうねりのように，極めてニュアンスに富み且つはかないものの存
在が，限りなく遠い過去の光景にわかちがたく結びつけられているのだ。
しかもここにほボードレールの独創的な試みが見られる。記憶が具体的な
ものであればそれほまだ物資的なものだ。過去に潮る運動そのものに形を
与えるためには，もっと非物質的な，記憶の等価物が必要なのだ。大波は
天景を映してうねり，その階調豊嘉、な音楽を作者の日に映る暮色と混ぜあ
わせていく。彼の実質は天真を映すことで非物質化し，その運動は音楽の
響きと化す。すると見る者の視線はこれらひとつひとつの要素をはるかに
越えた宇宙的規模の広がりへと誘われてゆくのである。このとき汝も天景
も落日の色も，わずかに見る者の内部に無限なるものが喚起されるのを支
少
えるだけの現実性しか持っていない。これはだから厳密な意味でほイメー
ジではない。見る者が自らの目を通じて心身にわたる全的な存在の経験に
ひきこまれてゆくひとつの構造である。見る者の眼前に立ちほだかる外的
対象でほなく，見る者をそのまま包みこむ形で無限へと開かれた構造なの
だ。
とはいえ，ボードレールにおける無意識の記憶をプラトン的な意味で，
魂がイデアに直接触れることのできる前世の思い出として捉えてほなるま
い7）。詩人は自らの意志によって記憶を再構成しようとする。だが記憶そ
のものはまだあまりに物理的だ。それに過去の記憶ほそのまた過去の記憶
に結びつき，果しない汝のうねりのようにどこまでも繰り返されていく。
それは恍惚と不安に満ちて，輪郭も実質も定かならぬ「理想」を追い求め
ることなのだ。「理想」はだが近づこうとすればする程姿を隠し，逃れ去
ってゆく。人が所有し得るわずかばかりの能力が不安な神経のうちに見出
されるとして，何の不思議があろう。人は現実に在り，目に見えるものの
なかに夢の暗示を置き換える以外に何の能力も与えられていないのだ。ボ
ードレールは「前の世」によってこの世の生を越えていく力を示し，無意
識の記憶の淵源に行きついたかに見える。だがそれも束の間，この作品に
展開される光景もまたひとつの表現であり，イメージの持つあの宿命に従
わねばならないのだ。
この詩の後半に支配的な憂愁の調子もそのためではないだろうか。われ
われはここで，決してそのものとしては姿を現わさぬものを追い求める詩
人の苦しみを思うべきだろうか。それともかくも荘重な美を創出しながら
も，それを否定へと押しやり，常に未知へと向かう詩人の明晰に感じいる
べきなのだろうか。
そこで私は生きた。心静かな脱糞のうちに
青い空と海の波と，おごそかなる光に包まれて
裸の奴隷たち，その体には香りがすみずみまでしみこみ
椋椙の菓で私の額をあおいでくれていた。
彼らの関心はたったひとつ，
私の思い悩むいたましい秘密を深めることばかり‥．
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原始状態にまで環元された存在のヴィジョンの中核に見出されるこの
「いたましい秘密」とは－体何なのだろうか。だがこの問題に深く立ちい
らないでおこう。秘密という語の存在によって閉じこめられた実質は，そ
れが顕になることがないというまさにその理由の中に，自らの拠って立つ
基盤を見い出しているのだから。象徴のもつ表現力の基盤ほその究め尽し
がたい性格のうちにあったのだ。とすればむしろこう考えたほうが良かろ
う。ボードレールの『悪の華』全体がこの秘密をその中核に秘めており，
すべての詩篇，すべての詩句ほこの秘密の周囲をめぐり，この秘密といか
なる関係と距離を保つかということによって，その意味が決定されている
のだと。ここで私はボ∴／ヌフォアのあの有名な言葉を思い出さずにほいら
れない。
ボードレールは言葉の果てに拡がる－連の雲を認め，その正体を究めようとし
て死を一自らの肉体に死を招きいれ，死の脅威のもとに生きることを選んだ
のだと，私ほ思う。（中略）つねに困悠と苦悩の極みで考え，行動する詩人ほ，
灰かな光を目にし，死すべきものが根本的にほかないものであるにもかかわら
ず，それをひとつの善と同一視↓ているようだ。それは扱が見事に適確な表現
をしたように，「新しい太陽」なのだ。お望みとあらば作品の薄明の中にその
光線を追跡していくこともできる－だが気をつけたほうがいい。ボードレー
ルはこの太陽を知り尽したい，問題として提起したいと思わなかった，と言う
か，そこまで思い切りがよくほなかったのだ。むしろ彼は一種の謎，永遠に失わ
れた秘密として，そしてひとつの悔恨としてこの太陽に耐えていたのである8）。
姓
1）Jeanpommief，⊥〃　几砂∫〟す〟β　ゐβ〃〝d♂ん如，Slatkine Repfints，GenとⅤら
】9占7．を参周。とくに第一章。
2）「万物照応」や次に引用する「つきまとうもの」に限らず，詩人の作品には数
多くの森が登場する。例えば「髪」においてほ，
けだるいアジアと灼熱のアフリカが，
遥か遠くに離れ，死に顔した世界がそっくりそのまま
おまえの深みに生きている，芳しい森よ1
と，森は生の神秘と異国の香りに浸され，限りなく遠い追憶の果てに原初の光
景に結びつく。さらに「白鳥」でほ
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こうして私の構神が隠れ住む森の中でほ
古い思い出がひとつ，息の限りに角笛を吹き鳴らす！
と，都会の文明から離脱した精神が原始状態を喚起するかのように，古い記憶
を呼び覚ます。
3）「喚起的魔術」SOrCellerie‘vocatoire　という用語は『哲学的芸術』の以下の
一部に見られるものだ。
「現代の考えに従えば，純粋芸術とは何か。それは主体と客体を，芸術の外に
在る世界と，芸祐家自身を同時に包合する喚起的魔術を創出することだ。」
だから「万物照応」に見られるような詩的空間の成立ほ，ボードレールにあ
ってほ偶然の結果なぞではさらさらなく，むしろ意識的な創造の努力による窮
局の目標だったわけだ。ちなみに「喚起」如ocatlonにはもともと死者の霊を
呼びだすという意味がある。この点からしても空間は時間性に重なり合うこと
になる。
4）ボードレールの記憶において匂いがしばしば重要な役割を果すのは，匂いが
視覚印象に結びつく羊とが最も少なく，しかも時間の経過に対する感覚を麻痺
させるところが大であるという点で，無意識の記憶に最上の避難所を提供して
いるからなのであろう。深さが深さとして全貌を顕にすることは決して無いわ
けだから，実体を伴わずに存在感を強烈に感じさせる香りは，まさに深さに対
する最も忠実な表現たりうるものだ。「万物照応」に限らず，詩人の作品には
言わば香りを媒介とした記憶術が随所に見られる。ここではその代表的な例と
して「香水壕」を挙げるにとどめる。
たまたま見つけた古い香水壕は昔を思い出し，
中からほ蘇った魂が生き生きとほとばしる。
不吉な蝿のように眠っていた数知れぬ思いは，
重き暗闇の中でおもむろに身をふるわせ，
羽根を伸ばしていっせいに飛び立つ，
紺碧に染まり，薔薇色に光り，金糸に縁どられ。
そして今，心酔わせる思い出は舞いまわる。
5）「約束」という観念はボードレールによる芙の定義にも大きな位置を占めてい
ることを忘れないでおこう。
私は「栄」の－私の「美」の定義を発見した。美とは熱く燃えて悲しい
何か，どこか漠然としていて推量の余地を感じさせる何かである。
『火箭』
6）E・H・Langlois，L’月∫∫〃J舶∫如才す〟′，〆肋∫坤殉〟ββり，J／／〃′呵〟♂∫〝rん∫か〃〝∫β∫
ゐ∫〃〃r／∫，A・Pottiefet A．Ba11dfy，1851，Rotlen．を参風。詩人はナダール
に『悪の華』第2版に添えるべき口絵の構想を次のように語っている。「これ
ほ骸骨を樹に見立てたものです。足から脇腹にかけては幹で，十字架のように
広げた腕の先は業むれや芽になっています。庭師の温室にあるような小さな鉢
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が並んでいて，この骸骨がそこに植えてある毒草を護っているわけです」Baひ
血1airらC〃rr吋〃〝ゐ〝√g，p・p．Cl．pichois，pl丘iade，Gallimard，1973．t．Ⅰ．p．577．
7）p．Fouqui丘etR・SainトJean，pん／／脚〝〃加Jβんん喝〝りカ∫ん∫呼物〟β・には
無意識の記憶は以下のように定義される。「ことにプラトンにおいては精神へ
の帰還である。これは類似した感覚世界の事物を目にしたり，叡智の世界にお
いて観照されたイデアを想起する場合におこり，主体の思念が感覚世界から生
じたものだという幻想を伴っている」プラトン自身は，「人間であるためには，
いわゆる普遍性というものを理解せねばならない。多様なる感覚も，普遍性に
よる推論を経て統一にまで環元される。このような能力はそれが聖なる魂と共
に歩んでいたときに，してまた通常われわれが存在と呼び慣わしているものを
無視して真の存在を直視しうる高みに昇ったときに，目のあたりにした事物に
属する無意識下の記憶r血Iiniscenceなのである」と述べている。
ところがボードレールが例えば「スプリーソ」の中で描いてみせる記憶にほ
時間的な深さの啓示はあっても，その終着点ほ明示されていない。と言うより
もむしろ思い出自体が死や非在の暗示を構成していることに注意しよう。
千年生きたとしても私にほこれほどの思い出はあるまい。
ロマニ′ス
勘定明細だの，詩句だの，恋文やら訴訟書類やら恋唄とか，
領収書にくるんだ重い髪の毛なんかではちきれんばかりの大草子にも，
私のみじめな脳髄ほどの秘密なんかありやしない。
私の脳髄はピラミッドだ，巨大な地下納骨堂，
埋葬された死者の数は共同墓地にも優るのだ。
＄）Y・Bonnerois，⊥’J呼r〃あ〃肋，MefCuredeFrance，p・164・
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